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令和 7 年 8 月 29 日  市長定例記者会見 

 

 

 

１ 概要 

トカラ列島近海の群発地震やカムチャツカ地震を起因とした津波等、日本各地で地震による影

響が相次いでいる。大規模地震発生時には、建物の倒壊やインフラの寸断、物資・支援が受けら

れない状況等が想定され、本市においてもいざという時の備えが重要である。 

こうしたことから、9 月の防災月間に合わせて、市民や関係機関との連携強化を目的とした地

域分散型の総合防災訓練を実施する。また、防災クイズなどのコンテンツを搭載した市公式 LINE

防災メニューの運用を開始するとともに、市内各地での防災体験イベントの実施を通じて、市民

に対する自助・共助の重要性の理解や参画の促進を図る。 

 

２ 総合防災訓練 

  南海トラフ巨大地震（マグニチュード 9.0、震度 6弱）の発生を想定した地域分散型の総合防災

訓練を実施する。 

（1）日時 令和 7年 9月 27 日（土） 9：00～12：00 

（2）場所 東広島市役所 303 会議室、消防局、道の駅湖畔の里福富、各住民自治協議会拠点施設ほか 

（別紙「総合防災訓練イメージ」参照） 

（3）新たな取組み 

①指定福祉避難所運営訓練（西志和地域センター、高美が丘地域センター、河内保健福祉センター） 

要配慮者避難を想定した指定福祉避難所の開設・運営を自治協・協定先福祉施設、市が合同で

行う。 

  ②津波想定訓練（安芸津町） 

屋外拡声器を使用した津波警報等の放送を行い、住民が近隣の安否確認・避難を行う。 

また、孤立地域（小松原地区）となった場合を想定し、ドローンで物資輸送を行う。 

③外国人防災リーダーの養成（消防局） 

発災直後の初期消火、応急救護等の訓練を行い、外国人防災リーダーの養成、外国人コミュニ

ティ内のキーパーソンの育成を図る。 

 

３ 市公式 LINE 防災メニューの運用開始 

  市民一人一人の防災意識の向上や実践につなげるため、市公式 LINE のリッチメニューへ防災メ

ニューを追加する。ハザードマップや災害情報ポータル等の防災情報に加え、災害の備えを楽し

く学ぶことのできる防災クイズやオンライン避難訓練等のコンテンツを新たに搭載する。 

 

 ・令和 7年 9月 1日（月）13：00 運用開始 

※ 利用する場合は、市民ポータルサイトの登録が必要。 

 

総務部 危機管理課 

電話：082-420-0400 

防災における自助・共助の意識醸成に向けた取組み 
～総合防災訓練の実施・市公式 LINE 防災メニュー運用開始～ 

【市公式 LINE 二次元コード】 
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【市公式 LINE 画面イメージ】 

①防災・防犯情報を選択  ②防災メニューが表示される 

 

 

 

 

 

 

 

（市公式 LINE リッチメニュー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他取組み 

  市内各地で開催される防災啓発イベントへのブース出展や出前講座等を通じて、地域における

自助・共助の推進を図る。 

（1）防災活動セミナー 

日時：令和 7年 9 月 13 日（土） 場所：広島大学サタケメモリアルホール 

内容：「今日からできる“子育て防災”」をテーマに、テレビ新広島（TSS）アナウンサーの河野 

行恵（こうのいくえ）さんを招き、子育て世帯に向けた防災知識など、災害の備えについて 

学ぶ講演会。 

（2）防災展示・体験のブース出展（後援） 

①あきつチャレンジフェスタ   

日時：令和 7年 9月 14 日（日）場所：安芸津 B&G 海洋センター多目的広場 

② 防災道の駅防災フェア 

日時：令和 7年 9 月 14 日（日）場所：道の駅 西条のん太の酒蔵 

③ 水とぼうさい 

日時：令和 7年 9 月 27 日（土）場所：道の駅 湖畔の里福富 

 

 ●防災クイズ              ●オンライン避難訓練 

③「防災について学ぶ」

をクリックすると 

・「防災クイズ」 

・「オンライン避難訓練」

を利用できる。 
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【別紙】総合防災訓練イメージ  

 






